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    2023 年３月（通巻 345 号） 

 
・神戸学園都市クラブ会長：杉本隆人：「日々新たなり」New reforms everyday 

・国際会長：Ulik Lauridsen（ デンマーク )：「輝かそう、あなたの光を」‘Let your Light Shine’  

スローガン「良いコミュニケーションは、全ての協力関係の基礎である」 

 Good Communication Is the Cornerstone in Every Cooperation 

・アジア太平洋地域会長： Shen Chi-Ming（台湾）： 

「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 Elegantly Change with New Era 

      スローガン：「今すぐ実行を」 Doing It Right Now 

・西日本区理事：田上 正（熊本むさし）： 

「原点を知り将来に生かす」 Know the Origin and utilize it in the future! 

    副題：「立ち上がれ、ワイズモットーと共に！」  

・六甲部長：若林茂幸（宝塚）： 

「困難なときにこそ YMCA と共に進もう」 Let’s proceed with YMCA in difficult times 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

[役員] 会長：杉本隆人、直前会長：田辺征一、書記：内田邦彦、会計：中村 剛、連絡主事：櫻井英治 

         [委員] 地域奉仕・環境：森本哲男、Ｙサ･ユース：柴田昌一、交流：田辺征一、辻本邦子、ファンド： 

丹家元陽、野呂隆、EMC：田辺征一、広報・ブリテン：田辺征一、メネット：合田洋子、 

メール委員：杉本隆人 

[西日本区役員] JWF 委員：杉本隆人   [IBC]台湾高雄ポートクラブ（2004 年１月締結）                        

[DBC]東京武蔵野多摩クラブ（2011 年 6 月締結）    [DBC] 岡山クラブ（2018 年 6 月締結） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

神戸学園都市クラブ 〒651-2102 神戸市西区学園東町2-1-3  TEL 078-793-7402、 FAX 078-793-7470 

第1例会：第3木曜日、 事務例会：第1木曜日、 

３月 第１例会 

日時：2023 年 3 月 1６日(木)18:30～ 

場所：西神戸ＹＭＣＡ学園都市  

＜プログラム＞ 

・開会点鍾 

・ワイズソング 

・ヨガ体操（丸山インストラクター） 

・ハッピーバースデー 

・報告 

・閉会点鍾 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＢＣ」 

   講師 丸山インストラクター氏 

 

３月誕生者おめでとう！ 

 

・藤井久子（３月４日） 

・中村晶子メネット（３月５日） 

・田辺千世メネット（３月24日） 

    

      

 
２月の出席状況 

 
第一例会  8 名 
事務例会  8 名 
 

    

神戸学園都市 
ワイズメンズクラブ 

THE Y’S MENS CLUB OF GAKUENNTOSHI      

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA 
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会 長 通 信  

会長 杉本隆人 

 

今期テーマ「日々新たなり」  

 

この３月になって思うことは、東日本大震災が

起こってから、早くも１２年をむかえるんだな

～と感無量 

 

被災された人々が思うことは、決して忘れない

でくださいという思いがありつつ、年々過去の

話として忘れられていくんだろう。 私自身、

阪神淡路大震災で被災し、YMCA と共にボランテ

ィアとして活動してきたのが今日をむかえて

います。 東北の人々の思いは、私の思いでも

あります。 

 

激変する日々の中で、毎日毎日が変化しつつ、

日々に起こることに追われていき、忘れるつも

りはないのですが、記憶が薄れていくことも、

事実です。 

 

まさに「日々新たなり」で、自分が激流の中で

もまれて世の中の変化についていくのが精一

杯。まだまだ現段階では序章にすぎず、これか

らが本番へと向かい、世界、日本は激変してい

くような気がします。 

 

本当に、平安な日々は、続きませんね！！ そ

れだけに平和な一日が過ごせることできた時

は、心から感謝して、今、この瞬間を共に生き

ている仲間たち、友人、知人、家族を大切にし

ていきたいと願っています。 

 

人生一度きり、悔いのない人生にしていきたい

と皆様も思うでしょう！ 

 

如何なる想定外なことが起こっても動揺せず、

冷静に判断が出来るように備えておきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

＜２月例会報告＞ 

日時：2023 年 2 月 16 日（木）18:00～19:00 

場所：西神戸ＹＭＣＡ 412 号室  

出席：内田、櫻井、柴田、杉本、田辺、丹家、 

中村、野呂 

フルートアンダンテ：５名 

ゲスト：２０名 

 

コロナでご無沙汰していたフルートアンダンテ 

の演奏を久方ぶりに楽しむことができました。フ

ルート３名、バイオリン、キーボード１名ずつ、

計５人のアンダンテの皆様が紡ぎだす演奏はカ

ルメン「間奏曲」、愛の讃歌、早春賦など日頃聴き

親しんだ曲が多く、会場からは“ブラボー”の掛

け声が飛び交うほど。 

大きな拍手に応えてのアンコール！ 

早春のひとときを楽しむことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＱＲコード入りの立派な例会ポスター 

ができました。 
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         フルートアンダンテの演奏 

 

 

＜３月事務例会報告＞ 
日時：2023 年 3 月 2 日（木）18：00～19：15 
場所：西神戸ＹＭＣＡ  
出席：内田、櫻井、柴田、杉本、丹家、中村、

野呂     

１．報告事項 

(1)東西交流会 ２月４日～５日にて開催さ

れ、柴田、田辺、杉本が参加 

(2) ２月１３日 リモート会議にて六甲部 役

員会を開催した。 

(3) ２月１６日 ２月例会 フルートアンダン

テ演奏会を実施、ゲスト２０名、フルート

アンダンテメンバー５名、会員 ８名 計 

３３名参加 

(4) ２月２３日 植樹 １００周年記念 最終

の三本目の植樹を完了した。 

(5) ２月２５日 西神戸クラブ ２月例会に参

加、柴田、田辺、杉本、（外山） 

(6) 西日本区大会の応募書類を配布、参加者募

集（早割 2,000 円割引） 

(7) ３月１８日 評議会 神戸 YMCA にて開

催、参加者募集を行った。 

 

２． 協議事項  

(1) ３月例会は、３月１６日（木）18：30～

20：00  

第３回 丸山インストラクターによる 

「ヨガ教室」 

(2) 留学生支援活動、４月６日に実施、 

参加者募集（完了） 

(3) ５月例会について DBC３クラブ合同例会の

テーマと進行方法について 

(4) ４月例会 調整中 薬膳について（医食同

源：あなたはどのタイプ！） 

 

３．ＹＭＣＡ報告 

〇丹羽牧師が今期をもってチャプレンを退任  

される。 

〇今後のマスク着用については、3 月 13 日 

以降は自己判断で行う。 

保育園、幼稚園は合同会議にて決定され 

る。 

 

 

 

 

 コロナ感染の端緒となった観光船ダイヤモ

ンド・プリンセス号が令和２年２月に横浜港に

入港してから丁度 3 年が経ちました。当初は感

染が流行してもせいぜい京浜地区ぐらいで、ま

さか全国的に拡大するとは想像もできません

でした。その間ウイルスは変異を続けて第１波

から昨年夏の第７波までに及び、２月迄の日本

の感染者累計は３千３百万人と人口の４分の

１に達しております。大正初期のスペイン風邪

以来の１００年ぶりの大流行と言われており

ます。 

 当然、社会経済活動にも多大の影響を及ぼし、

国民には今日まで不要不急の旅行や外出の自

粛が要請され、3 蜜を避けることが求められま

した。そのため普段頻繁に外出していたことも

避けるようになり、いまは高齢者にありがちな

フレイル現象にならないよう特に注意してお

ります。 

 そんな中で、2 月の例会は地域の音楽好きの

主婦が集まった「フルートアンダンテ」による

演奏会が催され、西洋や日本の名曲と童謡が数

多く披露されました。素晴らしい演奏を静かに

聞き入り、コロナ疲れがとれて気持ちが和らぐ

ひと時となり、大変よい例会だったと思います。 

１日も早くコロナ感染がなくなることを祈

っております。  

（ 野呂 隆 ） 

 

 

 

 

 

 

メンバーズコーナー  
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聖書の小窓        

「人に喜びを与えるため」 

 

「何が主に喜ばれるかを吟味しなさい。」 

（エフェソの信徒への手紙 5 章 10 節） 

 

聖書は「光の子として生きる」ことを勧めます。その中で何が主に喜ばれるかを吟

味しなさいと命じます。光の子として生きるというのは、その生き方が主に喜ばれる

ということです。 

 ある経営者が商売成功のコツを聞かれて答えた言葉があります。「私は、商売のコツ

のひとつは、サービスに徹することにあると思っているが、このサービスとは、言葉

を変えて言えば、人に喜びを与えるということである」と述べていました。というこ

とは、何が人に喜びを与えるかを常に考えることなのでしょう。  

 私たちは仕える生き方において「何が喜ばれるか」を考える必要があります。その

ことに従って生きるとき、喜びを与えることができます。確かなことは自分の喜びを

考え求めるのではなく、相手のことを考えるということです。今日一日は「神と人に

喜ばれる」ことは何かを考え、常に喜びを与えるワイズメンになりましょう。 

 

                    西日本区チャプレン 立野  泰博  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


